
 

 

 

 

 

 
 

第３号は、「地域とつながる」をテーマに、地域の人材や施設を生かした取組を紹介します。今後とも、本校の教育活動

に対する御支援、御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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 今年度は、「富屋つなげる・つながるプロジェクト」として、学びをつなげる、家庭につなげる、人をつなげる、

地域とつながる、という視点で取組を進めてきました。そして、「地域とつながる」に関しては、地域の人材や団体、

施設、イベント等を生かした学習活動をそれぞれの学部で工夫して行いました。 

地域での活動としては、ろまんちっく村における児童生徒の作品展示、学校周辺のりんご園でリンゴ狩り（小学

部）、うりずんの利用者の方との交流（中学部）、バス停の清掃（高等部）などを行いました。学校周辺の皆さんに

本校のこと、児童生徒のことを知ってもらうと同時に、本校の児童生徒にとっても、地域の皆さんのために役に立

ちたい、喜んでもらいたいという気持ちを育むことができました。 

また、地域の方や団体の皆さんの御協力をいただいた学習活動を数多く実施することができました。中学部では、

音楽の授業で和太鼓「楽」の方から太鼓の指導、H.C.栃木日光アイスバックスの皆さんからユニホックの指導をし

ていただき、もてる力を伸ばすことができました。高等部では、宇都宮ブリッツェンの皆さんに交通安全教室を実

施していただいたり、地域の様々な音楽家の方々に演奏をしていただいたりすることで、興味の幅を広げることが

できました。「本物」の方々に触れ、目を輝かしていた児童生徒の表情が印象的でした。  

 これからも、児童生徒の世界を広げ、学びを深めるために、地域とのつながりを大切にしていきたいと思います。 

      

 

 昨年度より、『Ｈ．Ｃ．栃木日光アイスバックス』と、ユニホックという室内ホッケーの競技を通して、中学部生

徒が交流しています。 

中学部３年生の保健体育の授業では、ユニホックのドリブルやパスの練習を行いました。自慢の髭を話題にして

自己紹介を行った坂田選手が生徒たちの緊張をほぐしてくださり、生徒一人一人に「いいよ。うまいね。そうそう。」

とたくさん言葉を掛けてくださり、生徒たちも自信をもって行う姿が見られました。 

部活動では、毎年12月に行われたハートピックユニホック大会に向けて実践的な指導を受けました。シュート

練習に取り組む生徒の顔は、真剣そのもの。大会では、指導の成果を発揮し、３試合のうち２試合も勝利すること

ができました。特に、授業でも指導を受けた３年生４名全員が、試合の中でゴールを決められたことが勝因の一つ

かと思います。 

    

校長 栗原寿理 

特別活動部 



 

☆学校は 

・地域と役割を分担することで学校の課題が解決され

ます。 

・地域との信頼関係が構築されます。 

・地域住民の専門性や地域の教育資源を生かすこと

で、授業の内容が充実します。 

・学力向上の基盤を作ります。 

 

 

ろまんちっく村の宿泊施設、ヴィラ・デ・アグリに本校の児童生徒の作品を常設展示するコーナーを設置させ

ていただきました。中学部、高等部の生徒の作業製品を展示しました。 

中学部では、農園芸・エコ班の生徒が、春、秋と花をプランターに植え、近隣の認定特定非営利活動法人「う

りずん」に届けています。11月には、「うりずん」の利用者の方々を本校にお招きし、一緒に作業学習を行いま

した。その際、イチゴとパンジーの苗をプランターに植え替える作業をしました。生徒は、花やイチゴの説明を

したり、一緒にパンジーを選んだりと積極的に関わることができました。また、以前、「うりずん」からいただい

たサツマイモのつるを再利用し、作業の時間でリースを作り、渡すことができました。2月には、3年生が職場

体験で、近隣にある果樹園の「こまき園」で、剪定した枝を集める作業をしました。 

高等部では、富屋地区市民センター、オータニ野沢店、晃陽電子に御協力いただき、年間８回の就業体験活動

を実施しています。富屋地区市民センターでは施設内清掃、オータニでは青果や海産を袋やパックに詰める作

業、晃陽電子ではブローガンを製造する作業などを実際の現場で体験することができ、生徒が働くために必要な

ことを学ぶことができています。作業学習の環境班で、学校近くのバス停の清掃や「特別養護老人ホーム敬祥

苑」の除草作業を行い、生徒が地域のために役に立っていると感じることができる活動となっています。また、

総合的な探究の時間に音楽鑑賞グループで、地域で音楽活動をしている方々に御協力いただき、演奏会を実施し

ました。大正琴、金管楽器、弦楽器、昭和歌謡メドレーなどいろいろな音楽を聴くことができました。

 

地域とつながり、児童生徒がいろいろな学習をすることができる機会となりました。 

                         

 本年度はアイルランド出身のムーニーエヴァン先生が来校し、中学部・高等部で授業を行いました。外国語に

親しむだけでなく、異文化にも触れながら、生活で見聞きする外国語への興味関心を高めることを目的にしてい

ます。生徒達も毎回エヴァン先生の来校を楽しみしており、進んで英語で挨拶をしたり、話しかけたりする姿も

見られるようになってきました。本年度の学習の様子を紹介します。 
 

＜中学部＞ 

主な学習内容：アイルランドについて、英語で言ってみよう（挨拶、自己紹介）、ゲーム（英語カルタ、英語で

借り物競争、ジェスチャーゲーム など）、エヴァン先生に聞いてみよう 

＜高等部＞ 

主な学習内容：アイルランドについて、英単語を用いた歌やゲーム、エヴァン先生に紹介しよう・聞いてみよ

う（日本の流行や食べ物、漫画について） 

     

     

 

進路指導部 

ALT（外国語指導助手）による学習 


